
【注】令和５年度は12月末現在の数値です

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

受入額 1,640 23,730 3,176 4,024 252,686 604,404 745,961 1,292,148 1,263,695 1,632,253 2,209,795 2,482,139

受入件数 123 193 80 87 11,827 39,972 55,647 99,618 106,613 133,159 148,684 74,999

＜数値はふるさと振興課より＞

（単位：千円、件）

新政南アルプス

村松　三千雄

一般質問 配布資料 南アルプス市のふるさと納税の受入額及び受入件数の推移
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一般質問通告表　質問順位８番　村松三千雄　配布資料



「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」（平成２６年度厚生労働科学研究費補助金特別研究事業 九州大学 二宮教授）

認 知 症 の 人 の 将 来 推 計 に つ い て

⃝長期の縦断的な認知症の有病率調査を行っている久山町研究のデータから、

新たに推計した認知症の有病率（2025年）。

✓各年齢層の認知症有病率が、2012年以降一定と仮定した場合：18.5％。

✓各年齢層の認知症有病率が、2012年以降も糖尿病有病率の増加により上昇

すると仮定した場合：20.0％。
※ 久山町研究からモデルを作成すると、年齢、性別、生活習慣病（糖尿病）の有病率が認知症の有病率に影響することがわかった。

本推計では2060年までに糖尿病有病率が20％増加すると仮定した。

⃝本推計の結果を、平成25年筑波大学発表の研究報告による2012年における

認知症の有病者数462万人にあてはめた場合、2025年の認知症の有病者数

は約700万人となる。

年
平成24年
（2012）

平成27年
(2015)

令和２年
(2020)

令和７年
(2025)

令和12年
(2030)

令和22年
(2040)

令和32年
(2050)

令和42年
(2060)

各年齢の認知症有病
率が一定の場合の将

来推計

人数/(率) 462万人

15.0％

517万人

15.2％

602万人
16.7％

675万人
18.5％

744万人
20.2％

802万人
20.7％

797万人
21.1％

850万人
24.5％

各年齢の認知症有病
率が上昇する場合の

将来推計

人数/(率)

525万人
15.5％

631万人
17.5％

730万人
20.0％

830万人
22.5％

953万人
24.6％

1016万人
27.0％

1154万人
33.3％
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○ 65歳以上高齢者のうち、認知症高齢者が増加していくと推計されていま
す。

2012年 2025年

（括弧内は65歳以上人口対比）

462万人
(15%)

約700万人
(約20%)

認知症高齢者の将来推計

※「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」（平成26年度厚生労働科学研究費補助金特別研究
事業 九州大学 二宮教授）を元に推計
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